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３
月
は
寒
暖
の
差
が
激
し
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
桜
の
咲
く
大
変
良
い

季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
入
園
や
入
学
、
就

職
な
ど
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
る
方
々

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

発
展
な
ど
に
よ
り
、
今
ま
で
の
職
業
感
が
大

き
く
変
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
に

出
た
時
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
課
題
を
見
つ

け
、
ど
う
解
決
す
る
か
を
考
え
実
践
す
る
能

力
で
あ
り
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
人

材
で
す
。

　
長
井
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
ど

も
た
ち
が
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
、
平
成
29

年
か
ら
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
「
起
業
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
会
社
を
創
る
疑
似
体

験
を
通
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
力
を

養
う
も
の
で
す
。
ま
た
今
年
２
月
に
は
、
６
年

間
続
け
て
き
た
「
長
井
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
長

井
Ｄ
Ｘ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
地
域
課
題
解
決
ア
イ
デ
ア
の
創
出
支
援

と
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
せ
る
人
材
を
育
成
す

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
」

ゆ
る
や
か
コ
ラ
ム

��������������

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
タ
ス
の
中
に
起
業
・
創
業
す
る
人
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
機
能
を
備
え
る
な
ど
、
市
で
は
、

人
材
育
成
と
、
挑
戦
す
る
人
を
応
援
す
る
仕

組
み
を
整
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た

だ
き
、
沢
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
皆
様

の
記
憶
に
残
る
事
業
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
健
や
か

に
暮
ら
し
て
い
け
る
長
井
市
を
目
指
し
、
市

役
所
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆

様
も
各
種
記
念
事
業
に
参
加
い
た
だ
き
、
共

に
新
し
い
未
来
を
創
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

内
谷
市
長
の

▲起業体験型ワークショップの様子

第4回 地域おこし協力隊です！

田中智佳さん

 ICT教育推進支援とその他教育業務

▲ ICTを活用した授業

　私は小学校で行われているICT教育

の推進支援を中心に活動しています。

市内6つの小学校で行われているプロ

グラミング授業に参加し、児童たちが

スムーズに学べるよう端末の不具合対

応などのサポートを行っています。

　また、ものづくりが大好きで芸術大

学での学びを生かし、小学生を対象と

した「てしごと教室POKETTO」を行っ

ています。自分の手で生み出す活動を通して創造力や自信

が身についてほしいと思いながら、毎月プログラムを考え

ています。こどもたちの手から生まれるものは、自分の想

像を超えるものばかりでハッとさせられることが多く、私

にとっても刺激的な活動です。残り1年ですが、長井市の

こどもたちに新しい出会いと可能性の場を届けられるよう、

活動したいです。

◀「
て
し
ご
と
教
室

P
O
K
E
T
T
O
」で
の

こ
ど
も
た
ち
と
の
活
動

　2 月 3 日、長井市自治公民館連絡協議会と当協議会の初共

催となる「長井市地域づくりフォーラム」が開催されました。

総勢 200 人が来場し、“縮充～縮みながらも充実する地域へ”

というテーマのもと、山形大学准教授 渡辺理絵氏の基調講演

や豊田地区自治公民館連絡協議会の活動紹介、5 人のパネリス

トによるパネルディスカッションが行われました。

　講師の渡辺氏は「人口減少の時代、今までの活動を見直し

縮小させつつも、単純に減らすのではなく、中身とやり方の

吟味をすることが大切」と話しました。

　長く続けてきたことを見直すことは勇気がいりますが、人

口が減っても地域に暮らす人々の生活は充実したものとなる

ように、地区行事をアップデートしつつ、時代に合わせてで

きることを考えていきたいです。

【問い合わせ】（一社）長井市コミュニティ協議会☎（88）7671

愛着ある地域のことを考える

vol.25

▲渡辺理絵氏 ▲パネルディスカッション


